
不登校と青年期の親の会ほっとそっとmama
代表 近藤利子

令和６年２月４日（日）四国中央病院市民公開講座
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●我が子が学校に行けなくなり、中学校の相談員さんに話を聴いてもらって、ずいぶん気持
ちが楽になりました。
●市内には当時親の会がなかったので県内の親の会を探し、松山の親の会に何度か参加し
て話を聴いてもらいました。講演会に参加した時、講師の方から「つながること」や「居場所は
必要」とお聞きし、四国中央市にも親の会をつくりたいと思いました。
●不登校で悩んでいる保護者と話がしたいと思い、中学校相談員に相談して、当時の適応指
導教室で保護者会を開いていただけることになり、最初の会は10人集まりました。その後、皆
さん継続したいという思いがあり、不定期で開催することにしました。
●我が子が中学校を卒業し、自分たちで親の会を開いていきたいという思いから、

2009年、「不登校を考える親の会ほっとそっとmama」を開設
2020年、18歳以上の青年期の親の会も始める

ボランティア市民活動センターに団体登録し、任意団体として活動を始め、偶数月第４日曜
日に親の会例会（おしゃべり会）、奇数月第３土曜日青年期の親の会。不登校理解のための
講演会や座談会、上映会など開催。活動を始めてから１５年続いています。
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市議会教育厚生委員会勉強会にて

不登校支援アンケート40件回答
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教育⽀援センター等を利⽤した感想 １（アンケート結果より）

• ⾏きたい時間に⾏き、過ごし⽅も⾃由、帰りたくなったら帰る
• ⾃⼰決定と⾃⼰肯定できる場所だった
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教育支援センター等を利用しなかった理由 １（アンケート結果より）

• 本人が希望しなかった

• 家から出ることができなかった

• 学校の延長のイメージ

• 家から遠かった

• 電話で問い合わせしたが、先生の話しぶりで我が子には難しいと感じ、
利用しなかった。

• 上記の教室やスクールがあることを知らなかった。
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四国中央市の不登校⽀援についての課題 （アンケート結果より）
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⺠間のフリースクールへ
助成制度

⼦どもたちに経験と
学びの場を

市の委託を
受けた

フリースクール
（公設民営）

行政と親の会
の連携 多様な学びの学校

の設置
（不登校特例校）

学校の
空き教室に
校内サポート
ルーム増設
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＠NHK朝イチ放送



COCOLOプラン 文科省
令和5年3月
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＠NHK朝イチ放送



プレゼンテーションのタイトル 14

子どもが主役の子ども横丁開催！

神奈川県川崎市にある子どもの居場所
「川崎市子ども夢パーク」（通称ゆめパ）
安心して自分らしく過ごせる場所
子どもたちのかけがえのないじかんを
３年にわたりみつめたドキュメンタリー
映画を野外上映します！！

場所：シテミテ広場
（ふじえだファミリークリニック南）

主催：トーキョーコーヒー愛媛



20XX/9/3プレゼンテーションのタイトル 15

会場：川之江ふれあい交流センター


